
主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

１ ① 【満足度指標】（生徒）
アクティブ・ラーニングや
ディスカッションを授業
の中に導入するなど、授
業の工夫を図っている。

教務課
各教科

アクティブ・ラーニングやディスカッショ
ンについては、一定の学習効果がを
感じている生徒が見られる。

アクティブ・ラーニングやディ
スカッションにより、生徒が授
業に主体的に取り組むように
なり、学習効果が高まった。

アクティブ・ラーニングやディスカッションによ
り学習効果が高まると感じている生徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

② 【努力指標】（教員）
授業の中で生徒が自分
の考えを述べる場面、
論理的思考力を育成す
る場面、教師と生徒との
やりとりの場面を設定し
ている。

教務課
各教科

ほとんどの教員が思考を要する発問を
工夫している。

各授業で生徒の発表の場面
や教師とのやりとりの場面を
多く設定し、生徒の言語活動
の活性化を図る。

日々の授業において、考える必要のある質
問をし、生徒が発表（発言）する場面を
Ａ　多く設定している
Ｂ　時々設定している
Ｃ　あまり設定しない
Ｄ　全く設定しない

Ａ＋Ｂが８０％未
満の場合は、改善
策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

③ 【成果指標】（生徒）
家庭学習と授業内容の
連動を図り、学習習慣の
確立と学習内容の質の
向上をめざす。

教務課
各教科

現3年生は2年時家庭学習時間を伸ば
している。いずれの学年も朝学習と関
連して小テストを行うなどすることにより
家庭学習の充実を図る必要がある。

質および量ともに充実した家
庭学習の習慣が確立されて
いる。

１,２年生で平日の平均家庭学習時間が120
分以上である生徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

④ 【満足度指標】(生徒)
朝学習の充実により、学
びにむかう主体性を身
につけ、学びの質を高
める。

各学年 【１年】
英語：リスニングでは集中して聞く姿
勢ができ、英文を聞くことに少しずつ
慣れている。一方、長文には慣れてお
らず、摸試等で対処できないと感じる
生徒が多い。
数学：週末課題の確認のテスト→学習
会のサイクルでおこない、摸試レベル
を見れば、全体の学力は底上げされ
た。
【２年】
授業→朝学習（小テスト）→再テスト
（補講）→考査という学習習慣がうま
く確立され、授業内容の確認、弱点克
服につながっている。しかし、教科に
よっては不合格者が多く、内容を理解
しないままテストを受ける生徒が見ら
れる。
【３年】
強化が必要な科目に重点を置いてテス
トや課題等を実施できた。

生徒自身が積極的に朝学習
に取り組み、学力や教養が身
についたことを実感している。

朝学習で学力や教養が身についたと考える
生徒の割合が
  Ａ  ８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ  ６０％以上
　Ｄ　６０％未満

Ｄの場合は、改善
策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。
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重点目標 具体的取組

上位層への刺
激とともに中間
層の底上げを
図るため、教員
間の学び合い
を進めるととも
にＩＣＴ機器の
活用や反転学
習、アクティブ・
ラーニングなど
により生徒が主
体的・協働的に
学ぶ授業づくり
を目指し論理
的思考力及び
発言力の育成
に努める。



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

2 ① 【満足度指標】(生徒)
クラス全体の指導やきめ
細かい個人面談などを
通し、生徒の進路意識
を高め、設定した進路
目標を実現するために
自ら能動的に学習し、
学力を高める努力をす
るような意識づけを行
う。

進路指
導課
学年
教科

高い志望を掲げ学習に能動的に取り
組む方策が奏功し、全学年で高い数
値となっている。
特に３年では高い志を掲げ、能動的に
学習に取り組む生徒が増加している。

進路学習や面談などの進路
指導を通して、５教科に対す
る学習意欲が高まり、学力が
向上する。

(１・２年)９月の進路志望調査で、国公立大
学を目標とする生徒が
　Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　６０％以上
(３年)９月の進路志望調査で、金沢大学以上
を目標とする生徒が
　Ａ　８０人以上　　　Ｂ　６０人以上
　Ｃ　４０人以上　　　Ｄ　４０人未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

９月の進路志望調
査の結果で判断す
る

② 【成果指標】(生徒）
進路指導課から各学
年、教科に方針を発信
することにより、教員全
体の相互理解を深め、
生徒の進路志望を実現
するための学力向上の
取組を組織的に行う。

進路指
導課
学年
教科

現２年生：現3年生に比べ、国語を除き
下がった。
現３年生：卒業した昨年の3年生に比
べ数値は高かった。
両学年とも全成績層の生徒への学力
向上のための取組を継続中である。

基礎学力と応用力を身につ
ける。

１,２年生の学力試験で各教科の全国偏差値
が
　Ａ　平均偏差値５０以上
　Ｂ　平均偏差値４８以上
  Ｃ　平均偏差値４５以上
　Ｄ　平均偏差値４５未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

１、２年
  １１月総合学力テ
ストの結果で判断
する。

【成果指標】(生徒）
国公立大学、難関私立大学
を目標とした生徒の育成と、
それに見合った学力をつけ
る。

１,２年生の英数国の学力試験全国偏差値５
４以上の生徒が
　Ａ　５５人以上
　Ｂ　４５人以上
　Ｃ　４０人以上
　Ｄ　４０人未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

１、２年
  １１月総合学力テ
ストの結果で判断
する。

【成果指標】(生徒）
金沢大学以上の国公立大学合格者数が
　Ａ　１５人以上
　Ｂ　１０人以上
　Ｃ　５人以上
　Ｄ　５人未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

年度末に評価する

国公立大学合格者数が
　Ａ　７０人以上
　Ｂ　６５人以上
　Ｃ　５５人以上
　Ｄ　５０人以上

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

年度末に評価する

難関私立大学合格者数が
　Ａ　２０人以上
　Ｂ　１５人以上
　Ｃ　１０人以上
　Ｄ　１０人未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

年度末に評価する

具体的取組

石川県立野々市明倫高等学校 №2
重点目標

個別面談や学
習活動を通した
きめ細かな指
導により、生徒
一人ひとりの可
能性を引き出
し、早期に高い
進路目標を持
たせ、進路実現
に向けての意
欲と主体性を育
む。

記述力を高める取組を継続して行った
結果、２次試験の比重が高い難関大
学に対応できうる学力が養成され、創
立３４年、卒業３２期で最高となる旧帝
国大学３名合格をはじめとして１４名が
合格した。

国公立大学、難関私立大学
への合格者を増やす。



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

３ ① 【成果指標】（保護者）
保護者に「朝の挨拶運
動」を始めとしたＰＴＡ活
動等に積極的に参加し
てもらい、教育活動を
バックアップしてもらう。

総務課 挨拶運動への参加保護者数が全生徒
の約6割であり、学校行事、ＰＴＡ行事
への参加呼びかけに工夫が必要であ
る。

多くの保護者が学校行事等
に関心を持ち、積極的に参加
している。

学校行事やＰＴＡ活動で保護者が来校した
回数の平均が
　Ａ　５回以上
　Ｂ　４回以上
　Ｃ　３回以上
　Ｄ　２回以下

Ａ＋Ｂが５０％未
満の場合は、改善
策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

② 【成果指標】（教員）
本校の教育活動、生徒
の活動の成果をホーム
ページ上に掲載し、広く
情報を発信する。

総務課 データ量が増え、最新の情報に更新さ
れていないページが見受けられる。各
課・学年に該当ページを周知し、更新
手続きを積極的にしてもらうことで新し
い情報の提供に努めたい。

各課、学年等からの最新情報
が集約され、速やかにホーム
ページ上に掲載される。

ホームページ上の更新回数が
　Ａ　15回以上
　Ｂ　１２回以上
　Ｃ　10回以上
　Ｄ　8回以下

Ｃ、Ｄの場合対策
を検討

年度末に評価する

③ 【成果指標】（生徒）
部活動の加入を促し、
学校全体の活性化を図
る。生徒のチャレンジ精
神と部活動の実力向上
を目指す。

生徒課 様々な状況の中で、中途退部者が１
０%弱発生している。各顧問と協力し、
中途退部者防止策や生徒に対して他
の部への再入部の支援体制を行う必
要がある。

多くの生徒が部活動に加入
し、活発に活動している。

１,２年生の部活動の加入率が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８３％以上
　Ｄ　８３％未満

Ｄの場合は改善
策を検討

12月に評価する。

④ 【成果指標】（保護者）
明倫祭の外部公開を継
続し、校内開催と校外
開催についての内容を
検討し、本校の外部に
対する情報発信力を高
める。

生徒課 土日開催ということで、日曜日の県立
音楽堂への保護者を中心とした来場
者が１００名程度増加した。
一方で土曜日に本校で開催した１日
目は来場者が１００名程度減少した。

地域への広報活動と、内容の
充実により、２日間の来場者
数が増加した。

１日目の来場者数が
　Ａ　９００名以上
　Ｂ　７００名以上
　Ｃ　５００名以上
　Ｄ　４００名未満

Ｃの場合は改善
策を検討

９月に評価する。

⑤ 【成果指標】(生徒）
図書委員会による本の
読み聞かせや本の紹介
カードの作成・展示、公
立図書館からの本の借
り受けなど地域と連携し
た活動を行うことで生徒
のチャレンジ精神の涵
養を図る。

図書課 地域の保育園児や放課後子ども教室
の児童を対象とした「本の読み聞か
せ」、市立図書館での本の紹介カード
の展示等、地域と連携した活動は評価
も高く、生徒の自信とやる気につな
がっている。

地域と連携した図書委員会
活動において、生徒が積極
的に活動し情報を発信した。

地域と連携した図書委員会活動の回数が
　Ａ　年間10回以上
　Ｂ　年間８～９回
　Ｃ　年間６～７回
　Ｄ　年間６回未満

Ｄの場合は、改善
策を検討。

年度末に評価す
る。

部活動や生徒
会活動の活性
化とともに地域
行事への積極
的参加に努め、
チャレンジ精神
の涵養を図り、
明るく活力ある
学校づくりを推
進する。

石川県立野々市明倫高等学校 №3
重点目標 具体的取組



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

４ ① 登校指導や生活指導な
どを通して、挨拶がしっ
かりできる人間の育成を
図る。

生徒課
各学年

学年が進行するにつれて進路実現に
向けての意識向上や自我が確立され
社会性が向上しつつある。１．２年生に
おいて早いうちから進路目標の設定や
社会性を育成する指導を取り入れるこ
とが数値向上につながると考えられ
る。

校内で出会った人に対して、
積極的に大きな声で挨拶を
する生徒が増えている。

生徒同士や教職員、外部からの来客に対
し、挨拶を自分からすすんでしっかりとできた
生徒が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

CまたはDの場合
は、改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

② 登校指導や生活指導な
どを通して、自ら身なり
を正すことを通じて、規
範意識を育成する。

生徒課
各学年

　生徒の規範意識は高いが、僅かでは
あるが、頭髪や制服の変形着用をして
いるものがみられる。

毎日、自ら身なりを整える生
徒が増えている。

制服を意識的に正しく整えている。
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

B以下の場合は、
改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

③ 交通安全教室や街頭指
導を通して、自転車の
安全運転の励行を図
る。

生徒課
各学年

規範意識自体は高いが、並列走行な
どに違反意識が薄い。細かな指導と啓
発活動が急務である。

自転車運転のルールとマ
ナーの必要性を認識し、交通
ルールを遵守する生徒が増
えている。

交通ルール（自転車の二人乗りや携帯電話
を操作しながら等の運転をしない）を遵守し
ている生徒が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

④ 学校内外のボランティア
活動への自発的な参加
を促すとともに、ボラン
ティアに参加したことの
達成感や地域貢献への
意識を高める。

生徒課
各学年

全校で取り組んでいる校外清掃などを
ボランティアと認識していない生徒が
多いようである。

学校全体や部として取り組ん
だボランティア活動に、自発
的に参加する生徒が増えて
いる。

ボランティア活動に、
　Ａ  自発的に複数回参加した
　Ｂ　自発的に参加した
　Ｃ　参加した
　Ｄ　参加しなかった

Ａ＋Ｂが５０％未
満の場合は、改善
策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

⑤ 生徒の良好な人間関係
作りを支援する。

相談室
各学年

生徒は全体的に落ち着いた生活をし
ているが、人とかかわることを苦手とす
る生徒が増えており、良好な人間関係
を築くための手立てを必要としている。

生徒がクラスや部活動に居場
所を見出し、学校生活が楽し
いと感じる。

学校生活が楽しいと感じる生徒が
　A　９０％以上
　B　８０％以上
　C　７０％以上
　D　７０％未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

⑥ 情報の収集、共有を密
に行い、困難を抱えた
生徒に対して早期に対
応し支援する。

相談室
生徒課
各学年

いじめ及び心的支援を必要とする
生徒への対応について職員の情報
共有や連携の体制は取れている。
一方、長期欠席の生徒の対応につ
いては、一層の情報共有と連携を
図り丁寧に取り組む必要がある。

各種調査や担任との情報交
換などで、支援を必要として
いる生徒をしっかり把握し適
切な対処をしている。

生徒の変化に対して
　Ａ　素早く対処し、解決に至った
　Ｂ　素早く察知し、対応することができた
　Ｃ　素早い対処ができず、解決が遅れた
　Ｄ　発見・対処が遅れた

Ａ＋Ｂが９０％未
満の場合は、改善
策を検討

７月、12月の学校
評価にて評価す
る。

⑦ 各検診の結果で健康管
理上、受診・治療が必要
と診断された生徒に対
し、個人面談を通して自
己の健康課題を意識さ
せ医療機関での受診率
を高める。

保健環
境課

生徒には個別指導、保護者には受診
勧告書で医療機関への受診を勧め
た。心臓検診の意識は高いものの、歯
科・視力については受診率が高まらな
かった。

医療機関の受診を勧められ
た生徒が自己の健康管理
上、受診・治療の必要性を理
解し医療機関を受診した生徒
の割合を高める。

各検診の結果から自己の健康管理上、受
診・治療の必要性を理解し医療機関を受診
した生徒の割合が
　Ａ　７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

Ｄの場合は改善
策を検討

年度末に評価す
る。

⑧ 図書館報、図書便りによ
る図書案内や各学年団
と連携した朝読書、ビブ
リオバトル、一斉読書な
どの読書指導によって、
読書に親しむ習慣を身
に付けさせる。

図書課 例年通り朝読書やビブリオバトルなど
に取り組み、購入図書の生徒へのリ
サーチや企画展示を行ったが、一人
あたりの貸出冊数は伸び悩んだ。

読書に親しむ生徒が増え、図
書館利用が増加している。

生徒一人あたりの本校図書館の年平均貸
出冊数が
　Ａ　６.０冊以上
　Ｂ　５.０冊以上
　Ｃ　４.０冊以上
　Ｄ　４.０冊未満

ＣまたはＤの場合
は、改善策を検討

年度末に評価す
る。

重点目標 具体的取組

石川県立野々市明倫高等学校 №4

節度ある生活
習慣の確立に
努め、自ら挨拶
し、読書に親し
み、ボランティ
ア活動等にも積
極的に参加す
る豊かな人材の
育成を図る。


